
救急隊員への大動脈緊急症に関する研修会開催報告 

 

開催日時 

令和６年１２月２０日（金）１８時００分～１９時３０分 

 

開催場所及び開催形式 

岡山大学病院 マスカットキューブ３階講義室（マスカットホール） 

岡山市北区鹿田町二丁目５番１号 

ハイブリット形式（現地開催及びＷＥＢ開催） 

 

研修演題 

「大動脈緊急症の救急対応及び治療について」 

（令和６年度第２回岡山県南東部ＭＣ協議会救命救急センター勉強会） 

 

講師 

岡山大学病院 心臓血管外科 

柚木 継二 医師 

 

参加者 

岡山県下救急隊員、救急関係医師、その他関係者（看護師等） 

 

参加者内訳 

会場参加 ＷＥＢ参加 

医師  １ 名  医師 １ 名  

県南東部ＭＣ ２１ 名  県南東部ＭＣ ４１ 名  

備中ＭＣ ０ 名  備中ＭＣ １ 名  

美作ＭＣ ０ 名  美作ＭＣ ４５ 名  

計 ２２ 名  計 ８８ 名  

合計 １１０ 名  

 

総評 

大動脈緊急症について、講師に疫学的データや実際の手術症例などをご提示いただき、熱

意を伴った講義をしていただいた。実際に救急隊が現場レベルで大動脈緊急症を特定する

ことは容易ではないが、適切な医療機関に搬送することで、救える命を救うことができると

いうことを実感する、有意義な研修会となった。 

資料１


